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⑯ 任 意 の サラ テー (礼拝) 


@ 任意 の サラ ー に 潜む 英知 : 








GO の タタ ジ ー の 人 の し も 





に 
トー 


対す る 


全て の 義務 的 な イ バ ー ダ ( 侍 拝 行為 ) に お いて 任意 の 形 で 行わ れる 同種 の も の が 定め ら 
に 慈悲 の 表れ 以外 の 何 物 で も あり ませ ん 。 し も 








「 








べ は 任意 の イ バ ー ダ に よっ て イー マー ン + を 養い 、 審 判 の 日 に は 義務 の イ バ ー ダ の 不備 を そ 





れ に よっ て 補う こと が 出来 る の で す 。 








そし て サラ ー に も 義務 の も の と 任意 の も の が あり 、 サ ウム に も 義務 の も の と 任意 の も の 
が あり ます 。 同様 に ハッ ジ に も 、 サ ダ カ (施し ) に も 義務 の も の と 任意 の も の が ある の で 
す 。 そ し て し も では 任意 の イ バ ー ダ に よっ て アッ ラー に 献身 し 続け 、 至 高 の ア ッ ラ ー の ご 











鶴 愛 を 勝ち 取る の で す 。 


@ 任意 の サラ ー の 種類 : 








任意 の サラ ー に は 様々 な 種類 が あり ます : 























タラ テラー ウィ ー フ (ラマ ダー ン 月 の 夜 の 特別 集団 礼拝 ) や 雨 妥 い の サ ラー、 日 ・ 月 触 の 
サラ ー や 2 つの イー ド 2 の サラ ー の よう に 、 集 団 で 行わ れる も の 。 
プス ティ ハー ラ ( 何 か の 決断 や 選択 を アッ ラー に 仰ぐ た め の サ ラー) の よう に 、 集団 


で 行わ な いも の 。 

















アッ テス ナン ・ デ アッ テラ ワー ティ ブ 3 の よう に 義務 の サラ ー に 付随 する も の 。 

が だ が ゥ ハー の サラ ー4 の よう に 何 か に 付随 し て いな いも の 。 

タタ ハッ ジュ の よう に 時 間 帯 が 定め られ て いる も の 。 

完全 に 任意 の サラ ー の よう に 、 時 間 帯 が 特定 され て は いな いも の 。 

多 ヒ イヤ ト ・ ア デル ニ テニ マ スジ)/ パ や ウド み ー7 後 の 2 ラク アデ の よう に 、 何 ら か の 要因 に 関 

















連 付 けら れ た も の 。 














完全 に 任意 の サラ ー の よう に 、 い か な る 要因 に も 関連 付け られ て いな いも の 。 








1 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ ー マ ー ン 」 の 項 を 参照 の こと 。 


2 訳者 注 :「2 つ の イー ド 」 と は 、 イ ー ド ・ ア ル テ フ ィ 

















ゥ ル (ラマ ダー ン 月 の 斎 戒 が 明け た 翌日 、 つ ま 

















り シ ャ ウ ワ ー ル 初日 の 祭日 ) と 、 イ ー ド ・ ア ル テ ア ドゥ ハー (ズル テヒ ッ ジ ャ 月 10 日 有 目 の 、 い わ ゆ る 犠牲 














祭 ) の こと で す 。 




















3 訳者 注 : 義務 の サラ ー (礼拝 ) の 前 後に 行う こと が 推奨 され て いる 随意 の 礼拝 の こと 。 
4 訳者 注 : 太陽 が 昇っ て か ら 正 午前 まで に 行わ れる スン ナ の 礼拝 。 ラ クア 数 は 2、4、6, 8, 12 な ど 庄 説 











あり ます 。 









































> 訳者 注 : 深夜 に 任意 で 行う 礼拝 。 普 通 は 一 旦 寝 た 後 に に その た め に 深夜 に 起き 上 が っ て する 礼拝 の こと 











を 言い ます 。 





6 訳者 注 : モ スク に 入っ た 時 、 腰 を 下ろ す 前 に 行う 2 ラク ア の サラ ー の こと 。 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 


の 祝福 と 平安 あれ ) の スン ナ で す 。 
7 訳者 注 : イ スラ ー ム に お いて 定め られ た ある 
の 洗浄 。 


























回 の ) 





下 





有 式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 











2 つの イー ド の ザラ ー で で 雨 名 い の ザ ラー、 且 い 月 他 の サザ ラー や ウィ イト ん 6 の よう に スシ 
ナ 9 に お いて 強く 推奨 され て いる も の 。 

マグ リブ 日 没 直 後 の サ ラー) の 前 に 行う サラ ー の よう に 、 ス ン ナ に お いて 強く 推奨 
され て は いな いも の 。 
































こう し て し も べ で が アッ ラー へ の 御 近 づき を 望ん で 行う た め の 任意 の サラ ー が 定め られ 、 
か つ そ の 仁 階 が 高め られ 、 罪 が 洗い 流さ れ て 報奨 が 倍増 され る と ころ の 服従 行為 が 多様 化 
し て いる の は 、 ア ッ ラ ー の し ゃ も べ に 対す る 大 いな る 恩恵 の 1 つ で す 。 ア ッ ラ テー を 讃 美 し 、 
感謝 し まし ょ う 。 


























1 ュー アッ ニ テス ナン と ・ デ ッ ニ ラジ ー デ ティ プ ブ 


人 @ アッー ニス ナン ・ ア ッ ー テ ラ ワ ー テ ィ ブ と は : 義務 の サラ ー の 前 後に 行わ れる 任意 の サラ ー 
の こと で す 。 これ に は 2 つの カテ ゴリ ー が あり ます : 








1 ュー スン ナ に お いて 強く 推奨 され て いる 12 ラク ア : 





ズ フ ル (正午 過ぎ の サラ ー) 前 の 4 ラク ア 

ズ フ ル 後 の 2 ラク ア 

マグ リプ 後 の 2 ラ クア デ 

イシ ャ ー ( 夜 の サラ ー) 後 の 2 ラ クア 

ファ ジュ ル (夜明け 前 の サラ ー) 前 の 2 ラク ア 


























人 @ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 妻 の 1 人 で あっ た ウン ム ・ ハ ビー バ ( 彼 
女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た 『* 毎日 義務 で は な い 任 意 の 12 ラク ア を 
礼拝 する ムスリム の し も べ に は 、 ア ッ ラ ー が 天国 に 彼 の た め の 家 を 立て て 下さ る (ある 
い は 彼 の た め に 天国 に 1 軒 の 家 が 建つ )。" (ウン ム ・ ハ ビー バ は ) 言い まし た # そし て 
それ 以後 、 私 は それ を 未だ に 遵守 し て いま す 。*" 」( ム スリ ム の 伝承 め ) 


































































































久 時 に は 上 記 の よう な 12 ラ クア で は な く 、 ズ フル 前 の 4 ラク ア を 2 ラク ア に し て 、 計 10 
ラグ 7200 チッ ツー ス サナ の 00 チッ ラン は ニー アイ クタ を 和 肝 ら の て で もじ WS の 





























イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 後 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) と 共に 、 ズ フル 前 に 2 つの サジ ダ (つま り 2 ラク ア ) 
と その 後に 2 つの サジ ダ 、 ま た マグ リプ 後に 2 つの サジ ダ と イシ ャ ー 後 に 2 つの サジ ダ 、 




















8 訳者 注 ・「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う の が スン ナ ・ ム アッ カ ダ (義務 で 
は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 。 

3 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 言動 や 、 彼 の 認証 し た こと 、 及 び 彼 の 
性 質 的 ・ 形 質 的 諸 特 徴 の こと 。 ムスリム は 可能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 
0 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (728)。 
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そし て 金曜 礼拝 の 後に 2 つの サジ ダ を 行い まし た 。 但 し マグ リブ と イシ ャ ー と 金曜 礼拝 に 
関し て は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に 彼 の 自宅 で 行い まし た 。」 
(アル テ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 1) 



















































































2 一 スン ナ に お いて 強く 推奨 され て も いな けれ ば 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) 自身 常に 行っ て いた わけ で は な いも の : 


アス ル の 前 の 2 ラク ア 
マグ リプ ブ 前 の 2 ラク ア 


イジ ツ ギ ポー 前 の 2 ラク アデ 


また アス ル 前 の 4 ラク ア を 遵守 する の は スン ナ で す 。 





@ 完全 に 任意 の サラ ー に 関し て : 








E す が 、2 ラ クア ずつ 区 切っ た 形 で 行 





完全 に 任意 の サラ ー は 昼夜 を 問わ ず 行 うこ と が 出来 
いま す 。 昼 より も 夜 の 方 が よい で し ょ 2 う 。 


Qr( 








H 























7【T 


@ 最も 強調 され て いる アッ テス ナン ・ ア ッ ニ テラ ワー ティ ブ は ? 




















アッ テス ナン ・ ア ッ テ ラ ワー ティ ブ で 最も 強調 され て いる も の は 、 フ ァ ジ ュ ル 前 の 2 ラ 
クア で す 。 ファ ジュ ル 前 の 2 ラク ア は 短め に 済ま せ 、1 ラ クア 目 に は アル テ フ ァ ー テ ィ バ 章 
の 後に 「 不 信仰 者 た ちの 章 (第 109 章 )」 を 、2 ラク ア 目 に は 「 純 正章 (第 112 章 )」 を 読 
む の が スン ナ で す 。 

また 時 に は 1 ラク ア 目 に - 言う の だ 、「 私 た ち は ア ッ ラ ー と 、 私 た ち に 磨 示さ れ た も の を 
信じ ます .。 , (クル アー ン 2 : 136) を 、 そ し て 2 ラク ア 目 に は - 言え 、「 磨 典 の 民 よ 、 私 
た ちと あな た 方 の 共通 の 言葉 へ と 立ち 返る の だ ., 」, (クル アー ン 3 : 63) か - そし て イ 
ー サ ー (イエ ス ) は 彼ら の 不信 仰 を 察する と 、 言 っ た , (クル アー ン 3 : 52) を 読む こ 
と 2 の だ で 





















































で じ ま ろ っ たら 、 後 で きり 直す こと が スシ ナ で すま 























人 @ 例え ば ズ フ ル の アザ ー ン 後に ウド ゥ ー を し て モス ク に 入り 、 タ ヒ イ ヤ ト ・ ア ル テ マ スジ 
ド ど 必 ド ウー 後 の 2 ラ クア 。、 アッ ニ テス ナン ・ ア ッ ニ テラ ワー ティ アジ と し て の ズブ プル 前 の 2 
ラグ デア の 計 3 つ の サラ ー ず 意図 し て スラ ク デ の サラ ー を 行え ば 、 そ れ ら 3 お ぢ の サラ テラ ー を 
休 つ こ だ に な り ま ポポ 























11 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (937) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (729)。 文章 は ムスリム の も の 。 
3 


@⑯ 義務 の サラ ー と アッ テス ナン ・ ア ッ テ ラ ワー ティ ブ の 間 に は 、 言葉 や 移動 な どの 何ら か 
の 区 切り を 置く こと が スン ナ で す 。 





























@⑯ アッ ー ス ナン ・ ア ッ テ ニラ ワー ティ ブ は モス ク で で も 自宅 で で も 行う こと が 出来 ます が 、 
ヨ 宅 で 行う 方 が よい で し ょ う 。 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い ま 
し た :「。 人 々 よ 、 家 で サラ ー せ よ 。 義務 の サラ ー を 除い て は 、 最善 の サラ ー は 自宅 で 
する それ な の で ある か ら 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 








































































































@ 任意 の サラ ー の 形 : 














1 一 任意 の サラ ー で は 例え 起立 する こと が 出来 た と し て も 、 座位 姿勢 の まま 行う こと が H 
来 ま す 。 但 し 立っ て 行う 方 が よい こと に 間違い は あり ませ ん 。 

一 方 義務 の サラ ー に お いて は 、 起 立 す る こと が 出来 る 者 が 立っ て サラ ー を 行う こと は サ 
ラー の 基幹 的 要素 の 1 つ で す 。 そ うす る こと が 出来 な い 者 で あれ ば 、 起 立 以 外 の 自分 に 出 
来る 体勢 で 行っ て も 問題 は あり ませ ん 。 











己 












































「 








2 一 起立 する こと が 出来 る の に 座っ て 任意 の サラ ー を すれ ば 、 そ の 報奨 は 半減 化 さ れ ま す 。 
も し そう する こと に 正当 な 理由 が ある 場合 は その 限り で は な く 、 立 っ て する の と 同様 の 報 
奨 を 得 ま す 。 

また 正当 な 理由 ゆえ に 横 に な っ て 任意 の サラ ー を する 者 は 立っ て する の と 同様 の 報奨 を 
得 ま す が 、 正 当 な 理由 な し に そう する 者 は 座っ て 行う それ の 半分 の 報奨 を 得 ます 。 
























































2 一 タバ ハッ ジュ だ 


⑯ クハ ッ ジ ュ ド ( 夜 に 行う 任意 の サラ ー) を する こと の 法 的 位置 づけ : 


夜 に 任意 の サラ ー を する こと は : 特定 の 要因 に 関連 付け られ て は いな い 任 意 の サラ ー の 
内 の 1 つ で 、 ス ン ナ ・ ム アッ カ ダ (義務 で は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と 見 な され ま 
紀和 
また 崇高 な る アッ ラー と その 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 夜 に 任意 
0 デー を プク あご 全 (G がり した だ 。 




















IT 























r[ 



































1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - 衣 に くる まれ た 者 よ 。 夜 は 僅か な 時 間 を 除い て 、 
(サラ ー の た め に ) 明か す の だ 。 夜 の 半分 、 あ る い は それ より いく ら か 少な い 位 時 間 を ( サ 
ラー に 費 や せ )。 あ る い は それ より いく ら か 多い 時 間 を 。 そ し て クル アー ン を ゆっ くり と 詠 
唱 す る の だ 。, (クルアーン 73 : 1 一 4) 





12 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (731) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (781)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - そし て 夜 の 一 部 を クル アー ン と 共に (サラ ー を し 
つつ ) 明か す の だ 。 そ れ は あな た に と っ て 、 義 務 に 付随 する も の で ある 。 間違い な く あ な 
た の 主 は 、 あ な た を 栄誉 ある 場所 に 立た せ て 下さ る で あろ う 。, (クルアーン 17 : 79) 








3 そし て 崇高 な る アッ ラー は 、 ム ッ タ クー ン (アッ ラー の お 色 り と 懲罰 を 招く よう な 
柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) の 特徴 の 1 つ を 挙げ て 、 こ う 仰 られ まし た :- 彼ら は 夜 は 少し だ 
けし か 眠ら ず 、 夜 明け 前 に は アッ ラー に 罪 の 赦し を 如 う て いた の だ 。, (クルアーン 51 : 
17 一 18) 

















@⑯ 夜 に 任意 の サラ ー を する こと の 徳 : 


夜 に 任意 の サラ ー を する の は 最も よい 行い の 内 の 1 つ で 、 昼 の 任意 の サナ ラー より も 優れ 
て いま す 。 と いう の も 夜 に お いて 至高 の アッ ラー へ の 真琴 さ は 見 栄 な ど に 影響 され な い 密 
か な も の と な り 、 ま た そこ に は 眠気 と いう 困難 へ の 巡 耐 と 、 偉 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー と 
の 交流 と いう 歓び が ある か ら で す 。 
また 最良 の 時 間 帯 は 真夜 中 と され て いま す 。 

























































































1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た :- 実に 夜 は (昼間 より も サラ ー に ) 立 つの に 厳し く 、 
また 言葉 が より 鋭く 響く の だ 。, (クル アー ン 73 : 6) 


























2 一 アム ル ・ ブ ン ・ ア バ サ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 し も べ が 偉大 か つ 菩 厳 な る アッ ラー に 最も 近 づ 
く の は 、 深 夜 の 夜半 も 過ぎ た 折 で ある 。 そ れ ゆ え そ の 時 間 帯 に 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー 
の ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) に 勤 し ゃ こと が 出来 る の な ら 、 そ うす る の だ 。 太 陽 が 具 る 時 まで ( 天 
使 た ち は ) その サラ ー に 居合 わせ 、 証言 す る だ ろう か ら ., 」( ア ッ テ テ ディ ルミ ズィー と デン 
テ ナ サ ー イ ー の 伝承 3) 































































































3 一 また 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 「 義 務 の サラ ー に 次 ぐ 最 善 の サ 
ラー は 何で し ょ うか ?」 と 誠 か れ 、 こ う 答 えま し た :「 義 務 の サラ ー に 次 ぐ 最 善 の サラ ー は 、 
夜半 の サラ ー で ある 。」( ム スリ ム の 伝承 14) 









































⑯ ドッ ズー (祈願 ) が 受け 入れ られ る 夜 の ある 時 間 和 帯 : 





1 一 ジャ ー ビ ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 
は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 、 こ 2 う 言う の を 聞き まし た 夜 に は 、 
そこ に お いて ムスリム が 現世 と 来世 に お ける よき こと を アッ ラー に 願え ば 、 そ れ が 与え ら 




































































9 真下 な 信 承 。。 ス ナン ジュ アブ プー ダー ツー ド 3579。 スナ ン ・ デ アッ ー チ ティ ルミ ペイ ー (572)。 克夫 は ア 
ン テ ナ サー イー の も の 。 
14 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1163) 。 








れ な いこ と は な いあ る 時 間 帯 が ある 。 そ し て それ は 夜 全体 の こと な の だ 。" 」( ム スリ ム の 伝 


承 15) 








2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 祝 福 に 溢れ た 至高 の 私 た ちの 主 は 毎晩 、 夜 
も 最後 の 3 分 の 1 に さしかかっ た 頃 、 天 の 最 下 層 に まで ご 降臨 な さ 
だ * 私 に 祈る 者 は いな いか ? それ を 叶え て や る ぞ 。 私 に 頼み 事 を する 者 は いな いか ? それ 
を 与え て や る ぞ 。 私 に 罪 の 赦し を 各 う 者 は いな いか ? その 罪 を 赦し て や る ぞ 。"」( ア ル = テ ブ 
ハー リー と ムスリム の 伝承 16) 




























































































る 。 そ し て こう 仰る の 


@ 夜 の サラ ー に 爽快 な 気持 ち で 起き る た め 、 イシ ャ ー の 後 は 早め に 、 清 浄 な 状態 で 就寝 す 
が スン ナ で す 。 また 確 凌 の 鳴き 声 を 聞い た ら 、 サ ラー の た め に 起き る の が スン ナ 


の ee き 


アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い ま 



























































と 、 シ ャ イタ ー ン は その 後頭 部 に 3 つの 結び 目 を 作る 。 そ し て ( こ 




















デッラ ー の こと を 思い 



























































結び 目 を 小 突 く の だ * 夜 は まだ 長い か ら 、 有 眠り 続け よ 。" そし て あ 
日 す と 、 そ の 結び 目 の 1 つが ほつれ て 取れ る 























し た :「 あ な た 方 が 眠る 
う 言 いな が ら ) 各々 の 
な た 方 が 目 を 覚まし て 
で そし て み ド み ゅ ー を すず 
































れ ば 更に も う 1 つの 結び 目 が 解け 、 サ ラー を すれ ば 最後 の 1 つも 解け る 。 こ うし て 活力 に 
溢れ た よい 心 持 に な る が 、 も し その よう に し な けれ ば 怠 恒 な 悪い 心 持 に な っ て し まう の 
だ 。」 (アル テ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 1) 


















































人 @ 夜 に 任意 の サラ ー を する こと に 関す る 理解 : 


ムスリム は 夜 の 人 











に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 両 の 足 が 有 種 れ 上 が る まで 、 夜 


の で す 。 























それ で アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た 
E で する の で すか ? あな た は アッ ラー に よっ て (預言 者 と し て 遣わ ちさ れる) 以前 





な ぜ そ こ 


の 人 罪 も 、 それ 以後 の 罪 も さ れ た お 方 で す の に 。? する と ( 


深い し も で で ある こと を 望ま お な いこ と が あろ うか ?"」( ア ル テ プ ハー リー と ムスリム の 伝 


承 18) 





⑯ クタ ハッ ジュ ド の サラ ー の 長 さ : 





15 
16 
17 
18 























ー フ ・ ム スリ ム (757 の 。 
ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1145) 、? 
ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1142) 、? 
ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4837) 、 リ 






































た ヒー ブフ ・ ム スリ ム (758)。 文 章 は 
た ヒー フ ・ ム スリ ム (776)。 文章 は 



































E 意 の サラ ー を 遵守 し 、 そ れ を 放棄 すべ き で は あり ませ ん 。 預言 者 ( 役 


の サラ ー に 立ち 続け た 


:T アッ ラー の 使徒 よ 、 








預言 者 は ) 言い ま 層 半 ” 感謝 


ト ア ル テ ブ ハー リー の も の 。 
ト ア ル テ ブ ハー リー の も の 。 





# ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2820)。 文章 は 
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ト ア ル テ ブ ハー リー の も の 。 


ウィ トム ん 39 を 含め た 11 ラク ア 、 あ る い は ウィ トル を 含め た 13 ラ クア で す 。 


@ タク ハッ ジュ ド の 時 間 帯 : 














タ ハ ッ ジ ュ ド を する の に 最良 の 時 間 帯 は 、 夜 半 (文字 通り 夜 の 真ん中 ) か ら 始め て 夜 全 
体 の 3 分 の 1 の 時 間 が 終わ る まで で す 。 

つま り 夜 の 時 間 を まず 半分 に 分 割 し 、 そ し て 後半 部 分 の 最初 の 3 分 の 2 の 時 間 帯 ( 夜 全 
体 か ら 見 れ ば 3 分 の 1) を サラ ー に 費 し 、 残 り の 夜 は 眠る よう に し ます 2。 






























































アプ ドッ ラー・ プ ン ・ ア ムル ・ ブ ン ・ ア ルテニア ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ! 
よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー 
が 最も 愛 で ら れる サラ ー は 、 ダ ー ウ ー ド (ダヴ ィ デ : 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) の サラ 
ー で あり 、 ア ッ ラ ー が 最も 愛 で ら れる サウ ム ( 斎 戒 ) も ダー ウー ド の それ で ある 。 彼 は 夜 
の 半分 を 寝 、 そ れ か ら 夜 の 3 分 の 1 を サラ ー の た め に 起き て 過ごし 、 そ の 後 の 6 分 の 1 を 
有限 た の だ 。 そし て また 彼 は 、 ユ 1 おき に サウ ム し た や の な の だ だ 。」 (アル テー ブ ハ ムー リー と 必 
スリ ム の 伝承 1) 









































@ タク ハッ ジュ ド の 形 : 





1 一 夜 の サラ ー を する 意図 を も っ て 就寝 する こと は スン ナ で す 。 そ うす れ ば も し 眠気 に 負 
け て サラ ー に 起き られ な く て も 、 意 図 し た と ころ の も の に よっ て 報奨 を 得る こと が 出来 、 
また その 睡 眼 は アッ ラー か ら の サダ カ (施し ) と 見 な され ます 。 

そし て タ ハ ッ ジ ュ ド に 起き る こと が 出来 た ら 、 顔 を 拭い て 眠り を 覚まし 、「 イ ムラ ー ン 家 
の 章 (第 3 章 )」 の 最後 か ら 10 アー ヤ ( 句 ) を 読み ます 。 そ し て スィ ワー ク 22 と ウド ゥ ッ ー を 
し た 後 、 軽 い 2 ラ クア で タ ハ ッ ジ ェ ュ ド を 開始 し ます 。 

























































































預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 夜 に 起き た ら 、 軽 い 2 ラ 
クア を も っ て サラ ー を 開始 する の だ 。」( ム スリ ム の 伝承 る) 























2ー ぞ それ が ら サ ラー を 2 ジラ クア ずつ 行い 、2 ラ ク デ ご と に クス ネス リース 2 で 区 功 り ます 。 








19 訳者 注 :「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う の が スン ナ ・ ム アッ カ グ ダグ (義務 で 

は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 。 

20 訳者 注 : 例え ば 人 
に すれ ば 前 半 が 19 時 か ら 0 時 まで 、 E は 0 時 か ら 5 時 まで と な り ま す 。 そ の 結果 、 タ ハッ ジュ ド に 

BOD ら 大 体 3 時 15 還 ま 0 の 時 析 あ の と が 分 か り ま す 。 

21 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1131) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1159) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

22 訳者 注 : 歯 麻 き 用 に 用 いる 、 あ る 特定 の 種類 の 小 校 の こと 。 そ れ を 用 いて 歯磨 き を する こと が 最善 で 

す が 、 な けれ ば 他 の 物 で 代用 し ます 。 

23 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (768)。 

24 訳者 注 : 礼拝 最後 の 動作 で 、 右 と 左 に 振り 向い て 挨拶 する こと 。 

7 














































































































イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 あ る 男 が 言い まし た : 
ざん な 風 IC ザ サラ テー し ます が か の?" (人 頂 計 者 は ) 言い まじ た 2 ラク アボ ウ 行 9 の そ 
し て も し 朝 が 近く な っ て きた ら 、1 ラ クア の ウィ トル で 締め くく れ 。" 」 (アルテ プ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 25) 





























3ー ま だ 時 に は 。 4 ラク デア 行っ て が ら ク ズリ ー ム する の も よい で し よう 。 





4 一 タ ハ ッ ジ ュ ド の た め の 特 定 の ラク ア 数 を 決め て お き 、 も し 起き れず に 眠り 過ごし て し 
まっ た 場合 に は それ を 後 で や り 直 すこ と が 推奨 され て いま す 。 ア ー イ シャ (彼女 に アッ ラ 
ー の ご 満悦 あれ ) は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 夜 の サラ ー 
に VC で 誠 れ られ 、 こう 言い まし た <! ジ アア ジュ ル の (の ペル ジ ツ ず の フラ クア を 除い た 7 
(アクア) ど 9 ラク ア )、 そし て 11 (ウラ ク アデ ア ) で す 。」 (アデ アルテ プ ハ ホーリー の 伝承 る ) 







































































5 一 タ ハ ッ ジ ュ ド は 家 で 行い 、 時 に は 家人 を 起こ し て 共に 行う の が スン ナ で す 。 ま た サジ 
ダ ( 伏 礼 ) は クル アー ン の 50 アー ヤ を 読む 位 の 長 さ で 行い 、 眼 気 に 豊 われ た ら 寝 る よう に 
し まま 。 

起立 姿勢 と クル アー ン 読 謡 を 長く 行う よう に 努め 、 ク ルアー ン は 1 ジュ ズ 27 か それ 以上 読 


















































むように し ます 。 
また 読 府 は 時 に 声 に 出し 、 時 に は 声 を 潜め て 行い ます 。 そ し て アッ ラー の ご 慈悲 に 関す 









































る アー ヤ に さしかかっ た 際 に は それ を 願い 、 懲 入 に 関す る アー ヤ に 出 蘭 っ た ら ア ッ ラ ー の 
ご 加護 を 如 い 、 ア ッ ラ ー の 崇高 さ に 関す る アー ヤ に さしかかっ た 際 に は タス ビー フ 28 し た り 
し ます 。 











6- タ ハッ ジュ ド は ウィ トル で 締め くく り ま す 。 
































預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 あ な た 方 の 夜 の サラ ー の 
最後 を 、 ウ ィ ト ル と し な さい 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 29) 























3ー ウイ トル ノレ 


⑯ ウィ トル の 法 的 位置 づけ : 








ウィ トル は 強く 推奨 され た スン ナ で 、 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 
次 の よう に 奨励 し て いま し た :「 ウ ィ ト ル は 全 ふ ムスリム に と っ て の 義務 で ある 。」( ア ブー・ 
ダー ウー ド と アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 30) 
























































25 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1137) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (749)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
26 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1139)。 
27 訳者 注 :「1 ジュ ズ 」 と は 量 的 に 言 を ば 、 ク ルアー ン の 30 分 の 1 に あたり ます 。 
28 訳者 注 : アッ ラー の 完全 無欠 性 、 全 て の 物事 か ら 超 越す る 崇高 さ を 讃 える こと 。「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 
と いう 言葉 に よる 唱 念 に 代表 され ます 。 
29 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (998) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (751)。 
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⑯ ウィ トル の 時 間 : 




















ウィ トル の 時 間 帯 は 、 イ シャ ー 後 か ら 真 の ファ ジュ ル ( 暁 ) えれ まで で す 。 し か し 夜 の 後半 
に 起き る こと に 自信 が ある 者 は 、 そ うす る の が 望ま し いで し ょ 2 う 。 



































アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま し た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 夜 の 初め で あれ 、 真 ん 中 で あれ 、 後 半 で あれ 、 毎 晩 ウ ィ ト 
ル し た も の で す 。 そ し て 晩年 に は ウィ トル を 夜明け 前 に する よう に な っ て いま し た 。」( ア 
ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 32) 




















@ ウィ トル の 形 : 


ウィ トル は 1 ラク ア 、 ま た は 3 ラク ア 、 ま た は 5 ラク ア 、 ま た は 7 ラク ア 、 あ る い は こ 
れ ら を 全て 1 つの タス リー ム で 終え る 場合 に は 9 ラク ア と な り ま す 。( ム スリ ム と アン = テ ナ 
サー イー の 伝承 3) 





@ 最小 の ウィ トル と 最多 の ウィ トル : 


1 一 最小 の ウィ トル は 1 ラク ア 、 最 多 の ウィ トル は 11 ラク ア か 13 ラク ア で す 。 そ し て 2 
ラク ア ず つ 行 い 、 最 後に 1 ラク ア で 締め くく り ま す 。 完全 な 形 で 最小 の も の は 1 つの タス 
リー で 区 馬 う だ ララ クア 。 ある い は グズ リー ム で 区 切ら ポ に 最後 に だ け タ シャ ッ フ 
ド す る 形 の 3 ラク ア で す 。 

最初 の 3 ラク ア の 1 ラク ア 目 に は 「 至 高 な る お 方 の 章 (第 87 章 )」 を 、2 ラク ア 目 に は 
「 不 信仰 者 た ちの 章 (第 109 章 ) 」 を 、 そ し て 3 ラク ア 目 に は 「 純 正章 (第 112 章 )」 唱 え 
の と だ の メン ナチ で ず 







































































2ー5 ラク ア 、 あ る い は 7 ラク ア の ウィ トル を 行う 際 に は タ シ ャ ッ フ ド や タス リー ム を 挟 
まず に 連続 し て 行い 、 最 後 の ラ クア に だ け タ シャ ッ フ ド と タス リー ム を し て 終え る 、 と い 
う 形 を と る こと も 出来 ます 。 ま た 7 ラク ア の ウィ トル の 場合 は 6 ラク ア 目 に さしかかる ま 
で タ シ ャ ッ フ ド や タス リー ム を 挟ま ず に 連続 し て 行い 、6 ラク ア 目 の 最後 に タス リー ム を 人 
わな い 最 初 の タ シ ャ ッ フ ド を 行い 、 そ し て 7 ラク ア 目 の 最後 に は 2 度目 の タカ シャ ッ フ ド を 
し 、 そ れ か ら タ スリ ー ム し て 終え る 、 と いう 形 を と る こと も 出来 ます 。 





























[に 












































30 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1422) 、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (1712)。 文章 は アブ 
ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
31 訳者 注 : イス ラー ム 法 に お ける ファ ジュ ル ( 暁 ) に は 2 つ あ り 、 億 の ファ ジュ ル と 真 の ファ ジュ ル が 
あり ます 。 前 者 は 夜明け 前 に 縦 に 伸び る 光 で 、 後 者 は 全体 的 に 広がっ て くる 光 で す 。 
32 サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハー リー (996) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (745)。 文章 は ムスリム の も の 。 
33 サ ヒ ー フ ブフ ・ ム スリ ム (746) 、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (1713)。 
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アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 の 愛す る 友人 (アッ 

ラー の 使徒 の こと ) は 、 私 に 3 つの こと を 勧め まし た 。 そ し て 私 は それ ら - 毎 月 3 日 の サ 
ウム ( 斉 戒 ) と ドゥ ハー の サラ ー、 ウ ィ ト ル を し て 寝る こと - を 死ぬ まで 手放さ な いで し 
ょ う 。」 (アル = テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 3) 


























の また 9 ラク ア の ウィ トル を 行う 場合 、8 ラ クア 目 に さしかかる まで タ シ ャ ッ フ ド や タス 
リー ム を 挟ま ず に 連続 し て 行い 、8 ラク ア 目 の 最後 に は タ シ ャ ッ フ ド だ けし て タス リー 
ム を 行わ な いま ま 9 ラク ア 目 に 移行 し 、9 ラ クア 目 の 最 後に 再び タ シ ャ ッ フ ド を し て か 
ら タ スリ ー ム を し て 終え る 、 と いう 形 を と る こと も 出来 ます 。 し か し ウィ トル は 1 つの 
独立 させ た 形 で 行う 方 が 良い で し ょ 2 う 。 






























































































































































そし て タス リー ム の 後に は 、「( い か な る 欠陥 や 不 完全 性 か ら も 無 綴 で ある ) 真 の 王 、 聖 
な る お 方 の 崇高 さよ 」 と 3 回 唱え 、3 回 目 を 伸ばし て 言う よう に し ます 。 















































@⑱ ウィ トル の サラ ー の 時 間 : 





ウィ トル は タ ハ ッ ジ ュ ド の 後に 行い ます 。 

も し ウィ トル に 起き られ な さそ う で あれ ば 、 就 寝 前 に 済ま せま す 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 夜 の 後半 に ウィ トル 出来 そう に な い 者 は 、 前 半 
に 行う の だ 。 し か し 後半 に 行う こと を 望む 者 は 、 後半 に 行え 。 夜 の 後半 に 行う サラ ー は ( 天 
使 の ) 立会 い が あ る の で あり 、 最 善 で や る か ら で あ る 。」( ム スリ ム の 伝承 3) 






























































@ 夜 の 前 半 に ウィ トル を 済ま せ た 後に 夜 の 後半 に 起き た 場合 、 ウ ィ ト ル は せ ず に サラ ー を 
偶数 回 で 終わ ら せ ま す 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 
「1 晩 に 2 回 ウィ トル は し な い 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ イー の 伝承 
36) 



























































⑯ ウィ トル で クヌート 37 す る こと : 























ウィ トル に お ける クヌート は 時 に 行い 、 時 に は 行わ な いよ うに し ます 。 聞 言 者 (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が ウィ トル で 常に クヌート し た こと は 確認 され て いな い の 
で 、 行 わな い 方 を 多く する 方 が よい で し ょ 2 う 。 


























⑯ ウィ トル に お ける クヌート の 形 : 








34 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1178) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (721)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
35 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (755)。 

36 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1439) 、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ ー (470)。 

3 訳者 注 :「 ク ヌー ト 」 と は 、 ウ ィ ト ル の 最後 の ラク ア の ルク ーッ (お 辞 儀 の 形 の 礼 ) 前 か 後に 行わ れる 
ドゥ アー (祈願 ) の こと で す 。 


























】 




















選 


10 


も し 3 ラク ア の ウィ トル を 行け う 





う 場 合 、 





3 ラク ア 


























つ 導 





荘厳 な る アッ ラー を 讃え 、 














の ルク ーッ ウゥ 
順 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 





戸 


司 と 1 

















前 か 後 
F 安 あれ ) 








に 両手 を 上 げ 、 偉大 か 
に 対し て の 祈 





願 を し 、 そ れ か ら ス ン ナ で 伝え られ る ドッ アー (祈願 ) で も っ て 祈り ます 。 例 と し て は 以 
下 に 挙げ る よう な も の が あり ます : 





「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 導 か れ た 者 た ちの 間 へ 私 を 導い て 下さ い 、。 






































れ た 者 た ちと 共に 私 を # 




















プ で 





福 し て 下さ い 。 





愛さ れ た 者 を 辱め る こと は あり 3 


ほ 事 に お 護り 下さ い 。 
に 、 私 の 諸事 を お 引き 受け 下さ い 。 
そし て あな た が 運命 
決 を 下さ れる お 方 で 、 あ な た の 判決 に 

















2 ジス グー 


信 また 時 に は 、 下 記 の ウマ ル ( 
ヌー ト を 開始 し ます : 








「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち ! 
し 奉仕 し 、 あ な た の ご 慈悲 を 願い 、 























ます 。 私 た ち は 
ハ キ ー の 伝承 39) 


あな た に 服従 し 、 








よ あ な た を 岩 持 








彼 に アッ ラー の 





ヽ 





あな た の 懲罰 を 居れ 
仰 者 た ち に 降り か か り ま す 。 ア デッラ ー よ 、 私 た ちら は あ な た 


そし て あな た を よく 讃 美 し 、 あ な た へ の 不信 仰 に は 陥り 3 











戸 

















あな た が 無事 に 護 








ら 





あな た が その 諸事 を 引き 受け られ た 者 た ちと 

そし て あな た が 与え て 下さ っ た も の に お いて 私 を 祝 
付け られ た 悪 か ら 私 を 御 護り 下さ い 。 
を 出す 者 は あり 
E せ ん 。 私 た ちの 主 よ 、 あ な た は 祝 補 


あな た こそ は 持 





ーー) 


E せ ん 。 あ な た は 、 あ な た が ご 造 





に 溢れ た 祭 高 な お 方 














ダー ウー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 38) 





ご 満悦 あれ ) が 伝え る ドゥ アー で も っ て ク 


E し 、 あ な た に 祈り 路 き 、 あ な た へ と 向かっ て 秦 走 
E す 。 あ な た の 懲罰 は 必ず や 不信 
に ご 援助 と お 散 し を 求め ます 。 
E せ ん 。 私 た ち は あ な た を 信仰 し 





あな た を 信仰 し な い 者 か ら 診 き 去 り ま す 。」 (アルテ バイ 




















⑯ また 以下 に 挙げ る よう な ドッ ゥ アー (祈願 ) を 付け 足す こと も 出来 


な いよ うに 





まま が 。: 





「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の 諸事 の 守 
暮らし が そこ 
と ころ の 、 私 の 来 





世 を 1 





ME に 半 





に ある と ころ の 、 私 の 現 ] 





い 。 


まで ある と ころ の 、 私 の 宗教 を 1 
紀 を 正 し て 下さ い 、。 











記し を 下 き MY 
そし て 私 の 選 り 所 が そ 
320UEPEHBB お BZ 時 RS 旬 の 2 


E す が 、 余 





長 引 か せ 





そし て 私 の 
に ある 


の と し 、 私 に と っ て 死 を あら ゆる 悪 か ら 安らか な も の と し て 下さ い 。」( ム スリ ム の 伝承 4⑩) 





[デル メンテ よ 、 汰 は あな た だ 




















の ご 加護 を 願い ます 。 ア ッ ラ テー よ 、 
CR 








38 
39 
40 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2720)。 
41 訳者 注 ・「 タ クワ ー」 は 「 自 
と 懲罰 に つなが る よう な 行い - つま り ヵ 
た りす る こと な ど - を 避け る こと で 、 











】 


正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ 

















】 








! 


無能 と 怠 改 


ダー 


正 な 伝承 。 ア ルー テバ イハ キー (3144)。 


エー 

















、 膳 病 と 癌 




















ウー ド (1425) 、 


ら を 守る 」 と いう 動詞 の 名 詞 





* れ が 命じ られ た こと 
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ン 














と 


竹 、 そ し て 老衰 と 墓 の 中 の 懲罰 か ら 
私 の 魂 に タク ワー41 を お 授け 下さ い 。 
あな た は 魂 を 清め られ る に 最善 の お 方 で あり 、 そ の 後見 者 で あり 謀 護 者 で あら 





そし て それ を 清め 





スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (464)。 
イル ワー ウ ・ ア ル テ ガ リー ル (428) を 参照 の こと 。 


つま り ア デッラ ー を 長 れ 、 ま た その お 色 り 
に 反し た り 、 あ る い は 禁じ られ た 
ら の 身 を アッ ラー の お 色 り や 懲罰 か ら 守 る こと を 意味 し ます 。 





柄 を 犯し 























れ ま す 。 ア デッラ ー よ 、 私 は あな た に 無益 な 知識 と 長居 の 念 を 欠い た 心 、 そ し て 満た され な 
い 魂 と 受け 入れ られ な い ド ゥ アー か ら の ご 加護 を 全 い ます 。」( ム スリ ム の 伝承 人 ?) 











@ そし て ウィ トル の 最後 に は こう 唱え ます : 


「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の ご 満悦 に よっ て あな た の お 怒り か ら の 、 そ し て あな た の 寛 
容 さ に よっ て あな た の 懲罰 か ら の 、 あ な た に よる 、 あ な た か ら の ご 加護 を 求め ます 。 私 た 
ち は あ な た が 御 自 身 を 讃 美 され た よう に あな た を 讃 美 する こと は 出来 ませ ん 。」( ア ブー・ 
ダー ウー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 3) 





























それ か ら 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 対し て の 祈願 を し ます が 、 ウ 
ィ ト ル の 場合 で あれ 他 の 場合 で め われ 、 ド ッ ア ー (祈願 ) の 後に 両手 で 顔 を 撫で た り は し ま 
せん 。 












































@ ウィ トル 以外 で クヌート を 行う の は 避け る べき 行為 で す が 、 ムスリム に 災難 が 降り か か 
っ た 際 の クヌート は その 限り で は あり ませ ん 。 そ の よう な 場合 の クヌート は 、 義 務 の サ 
ラー の 最後 の ラク ア の ルク ーッ 後 、 あ る い は その 前 に 行う よう に し ます 。 











@ 災難 の 際 の クヌート は 悲惨 な 状況 に ある ムスリム の た め 、 また は 不正 を 働く 不信 仰 者 に 
対し て 、 あ る い は その 両方 に 関し て 行い ます 。 























@ 義務 の サラ ー 以 外 で 最善 の サラ ー は 、 自 宅 で 行う も の で す 。 ゆ え に ウ ィ ト ル は 、 モ スク 
に お いて 集団 で 行う べき 日 ・ 月 人 秀 の サラ ー や タラ ー ウ ィ ー フ の よう に 、 集団 で 行っ た り 
は し ませ ん 。 
































@ 旅行 時 の ウィ トル : 








旅行 中 で か つ 車 や 電車 、 飛 行 機 や 船 な ど に 乗っ て いる 者 は 、 タ クビ ー ラ トゥ ・ ア ル ニ テイ プ 
フラ ー ム 44 の 際 に は 可能 な 限り 、 そ れ ら に 乗っ た 状態 の まま キ プ ブラ 45 の 方 角 を 向い て ウィ ト 
ル を する の が スン ナ で す 。 も し そう する の が 叶わ な けれ ば 、 ど の 方 向 を 向い て で も 構わ な 
い の で 、 状 況 が 許す 限り の 形 で ウィ トル を 行い ます 。 も し 立っ て 出来 な けれ ば 、 座 位 姿勢 
の まま ルク ーッ や サジ ダ を 頭 の 身振り で 表わし つつ 行い ます 。 















































@⑯ ウィ トル を 行っ た 後 、 座っ た まま 2 ラク ア の サラ ー を する こと は 許さ れ て いま す 。 そ の 
場合 、 ル クー ゥ する 時 に は 立ち 上 が っ て そう する よう に し ます 。 




















42 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2722)。 
43 真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1427) 、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (3566)。 文章 は 
アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
和 4 訳者 注 : サラ ー を 開始 する 際 に 行う タク ビー ル の こと で す 。 
45 訳者 注 : カアバ 神殿 の ある マッ カ の 方 角 の こと 。 
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中 で 四 

















⑯ や り 損 ね た ウィ トル の や り 直 し 方 : 

















ウィ トル に 起き られ な か っ た り 忘 れ て し まっ た り したら 、 起 床 後 、 あ る い は それ を 思い 
時 時 に 行 久 ま うじ まま 
も し それ が ファ ジュ ル の アザ ー ン か ら イ カー マ の 間 で あれ ば 、 ウ ィ ト ル を 本 来 の 形 の ま 
ま 行 いま す 。 

但 し それ が 昼間 で あれ ば 、 奇 数 回 で は な く 偶 数 回 行う よう に し ます 。 つ まり 普段 夜 に 11 
ラク ア の ウィ トル を し て いた 者 は 、 昼間 に それ を や り 直 し た 際 に は 2 ラク ア ず つ 、 計 12 ラ 
アデ の め の サ ジー を 行い まず ん 












































アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 痛み な ど 何 ら か の 理由 で 夜 の サラ ー が 出来 な か っ た 際 、 昼 間 に 
12 ラク ア の サラ ー を 行い まし た 。 (ムスリム の 伝承 ⑥) 





























4ー グ アー イー ンジ 


⑯ タラ ー ウ ィ ー フ の 法 的 位置 づけ : 








タラ ー ウ ィ ー フ は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 行っ た こと を 確証 さ 
れ て いる 、 強 く 推 奨 さ れ た スン ナ で す 。 ラ マダ ー ン 月 (ヒジ ュ ラ 暦 9 月 ) に 集団 で 行う こ 
と に な っ て いま す 。 


















































⑯ タク ラー ウィ ー フ と いう 名 称 の 由来 は : そこ に お いて 読ま れる クル アー ン の 量 が 多かっ た 
た め に 、 人 々 が 4 ラク ア 毎 に 座っ て 休憩 (タル ウィ ー フ ) し た こと で ある と 言わ れ て い 
に 








⑯ タラ ー ウ ィ ー フ の 時 間 帯 : 





タラ ー ウ ィ ー フ は ラマ ダー ン 月 に お いて 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで の 間 に 行わ 
れ ま す 。 そ の 参加 は 性 別 を 問わ ず ス ン ナ で あり 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) は こう 言っ て ラマ ダー ン 月 の 夜 の サラ ー を 人 々 に 奨励 し まし た :「 ラ マダ ー ン 月 を イ 
ー マ ー ン "と 報 所 へ の 望み を も っ て 夜 の サラ ー に 勤め る 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯 し た 罪 を 赦 さ れ 
る で あろ う 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 28) 















































⑯ クラ ー ウ ィ ー フ の 形 : 








46 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (746)。 

47 訳者 注 : 謗 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ ー マ ー ン 」 の 項 を 参照 の こと 。 

48 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2009) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (759)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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1 一 イマ ー ム は 、11 ラ クア の タラ ー ウ ィ ー フ を 行う の が スン ナ で 、 こ れ が 最良 の 形 で す 。 





クシ クツ 肌 (( グ スル つの で 








っ て も 構い ませ ん 。 


これ ら を 時 に は これ 、 

















時 EK4 ラ ラク チア 行 つ で も よい で し ょ う 。 





区 切っ て 行う の が 最良 で す が 、 時 に は 4 ラク ア ず つ 区 切っ て 行 

















E た 時 に は これ 、 と いう 風 に 変化 させ て 行え ば 、 伝 えら れ て いる 


様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する こと に な る で し ょ 2 う 。 





アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 、 ラ マダ ー ン 月 の アッ ラー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が どの よう な も の だ っ た か と 誠 ね られ て 、 こ 2 う 
答え まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ラマ ダー ン 
月 で あれ それ 以外 の 時 で あれ 、11 ラク ア 以 上 は 行い ませ ん で し た 。 彼 は えも 言わ れ 
ぬ 美 し さと 長 さ の 4 ラク ア を 行い 、 そ れ か ら ま た えも 言わ れ ぬ 美 し さ と 長 さ の 4 ラ 
グ デ を 行い まし た 。 そし て 3 ラク ア を 行い まし た .。 」 (デル ー デ ハー リー の 伝承 9) 

































































イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使 











徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 夜 、13 ラク ア 行 っ た も の で す 。」( ア ル 














テーブ ハー リー と ムスリム の 伝承 50) 





アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 











アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は イシ ャ ー を 終え て か ら フ ァ ジ ュ ル まで の 間 に 、 
11 ラク ア 行 っ て いま し た 。 そ し て 2 ラク ア 毎 に タス リー ム で 区 切り 、1 ラ クア の ウ 
イト ル で 締め くく り ま し た 。」( ム スリ ム の 伝承 51) 


























2- イ マー ム は タラ ー ウ ィ ー フ を 、 ラ マダ ー ン 月 を 通し て 11 ラク ア 、 あ る い は 13 ラク ア 
の 形 で 行う の が スン ナ で す 。 そ し て ラマ ダー ン 月 最後 の 10 日 間 は 特に 、 起 立 姿勢 と ルク ー 


ゥ と サジ ダ に お いて サラ ー を ] 























長 引 か せ て 行う よう に し ます 。 これ は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー 




















か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が ラマ ダー ン , 
































いい 


区 後 の 10 日 間 の 夜 を サラ ー で 明か し た こと に よっ て 











E す が 、 時 に は 日 に よっ て 長短 を つけ て も 間 題 あり ませ ん 。 








⑯ タラ ー ウ ィ ー フ に 参加 する 者 の 報奨 に 関し て : 


中 ーー ア デー イー に 参 四 す る 者 は 、HL ラ クア で あめ ろう と 18 ラク で あろ うと 、 また 23 
ラク ア で あろ うと 、 あ る い は それ 以上 や 以下 で あろ うと 、 イ マー ム が 全て の ラク ア を 終え 
て 立ち 去る まで 共に ある こと が 最良 で す 。 そ し て そう する こと に よっ て 、 夜 の サラ ー の 報 
龍 が 記録 され る こと で し ょ う 。 
































49 
50 
51 





ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1147)。 
ヒー ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1138) 、 
ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4497) 、 























ヒー フ ・ ム スリ ム (762)。 文章 は ムスリム の も の 。 











ヒー フ ・ ム スリ ム (92)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 





























ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ イー の 伝承 52) 


クー も し ダク ター ウイ ー グ を 2 人 の イマ ー ぶ 
っ た 者 に は 夜 の サラ ー の 報 押 が 与え られ る で し ょ 2 う 。 


























⑯ タク ラー ウィー ブフ の イマ ー ム : 





と 平安 あれ ) は 
共に サラ ー に 立っ た 者 に は 、 夜 の サラ ー の 報奨 が 書 








言い 3 








E し た :「 イ マー ム が 立ち 去る まで 
き 留 め ら れる で あろ う 。」( ア ブー・ ダ 

















が 率い た と し て も 、 そ の 両方 と 共に サラ ー に 立 
と いう の も 2 番目 の イマ ー ム は サラ 
ー の 完遂 に お いて 、 最 初 の イマ ー ム の 代理 と 見 な され る か ら で す 。 


























ラマ ダー ン 月 の サラ ー を 率い る の は 衣 詩 と 暗記 に 優れ た 者 で す が 、 も し その よう な 者 が 

















また イマ ー ム は ラマ ダー ン 月 中 に 、 
す が 、 も し それ が 叶わ な けれ ば 人 




















サラ ー 


居合 わせ て いな か っ た ら ク ルアー ン を 見 な が ら 読 ん で も 問題 は あり ませ ん 。 
こ お い て クル アー ン を 全部 読み 終え る べき で 








読み 終え な く と も 構い ませ ん 。 


⑯ クル アデ アーン を 全部 読み 終え た 後 の ド ッ ア ー (祈願 ) : 


ラマ ダー ン 月 で ある か どう か に 関わ ら ず 、 ク ルアー ン を 全部 読み 終え た 際 の ドッ ゥ アー は 





サラ ー 外 で 唱え る よう に し ます 。 





クル アー ン を 全部 読み 終え た 際 の ドゥ アー を サラ ー 中 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら も 教 友 (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) か ら も 正 























し い 形 で は 伝え られ て いな いた めで 


@ 個人 的 に タ ハ ッ ジ ュ ド - 夜 の 後半 の サラ ー - の 習 1 
ド の 後に 行う よう に し ます 。 し か 





すず 


























し 、 タ ハッ ジュ ド の 際 は ウィ トル せ ず に 偶数 回 























に する と いう こと は 、 預 言 者 ( 彼 








が ある 者 は 、 ウィ トル を タ ハ ッ ジ ュ 
し イマ ー ム が ウィ トル し た 時 に は 彼 と 共に 行う よう に 
の サラ ー で 済ま せる よう に し ます 。 





























@ 義務 の サラ ー で あれ 任意 の サラ ー で あれ 、 女性 は モス ク に 赴く 際 に 香水 な ど を 着用 し て 








は な り ま せん 。 














2 の の 7 の グン リー 


⑯ イス ラー ム に お ける イー ド (祭日 ) の 数 : 


イス ラー ム に お ける イー ド の 数 は 3 つ で す : 


毎年 シャ ウ ワ ー ル 月 53 の 初日 - イー ド ・ ア ル テ フ ィ ト ッ ゥ ル (ラマ ダー ン 月 の 斎 戒 明け 





の 祭日 )。 














52 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1375) 、 














ッ デ ティル ミズ イィ ー の も の 。 
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スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (806)。 


文章 は ア 


・ ア ル テ ヒ ッ ジ ャ 


毎 
毎 日 。 


週 金曜 

















月 54 の 10 日 














- イ ー ド ・ 


⑯ イー ド の サラ ー が 定め られ た こと に 潜む 英知 : 


アル テア ドゥ 


ハー (犠牲 祭 )。 


イー ドア デル ー ジ イト ルル の サラ ー は ラマ クーン 月 の 床 世 明 け で 、 イ ー ド ツア ルニア ドド 


ゥ ハー の サラ ー は ハッ ジ (大 巡礼 ) の 義務 と ズー・ 








区 符 ね れ ま ぼっ) この 2 つの ザラ 








デル 





























ヒッ ジャ 月 最初 の 10 
ー は 、 ム スリ ム が 2 つの 偉大 な イ バ ー ダ ( 此 拝 行為 ) を 遂 


日 の 終了 後 








行 し た こと に 関し 、 祝 福 に 溢れ た 至高 の アッ ラー へ の 感謝 の 念 を 表わす べく 行う イス ラー 

















ム の 特質 の 1 つと な っ て いま す 。 


と 




















(ナス ( 修 に アッラー の こ 








ら の 平安 と 祝福 あれ ) が マデ ィ ー ナ に や っ て 来 た 時 、 
日 間 が あり まし た 。 そ れ で アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 














た め の 2 
は 言い ま 
7 だ 2 
斎 戒 明け の 








に し は 2 ーー ほそ の 


の 祭 目 ) で ある 。"」 (デア 





⑯ 2 つの イー ド の サラ ー の 法 的 


2 つの イー ド の が ザ デ テー は ムズ スリ 


@ 2 つの イー ド の サラ ー の 時 間 





2 つの イー ド の サラ ー の 時 間 帯 は 太陽 が 槍 ( 





る まで の 聞 で す 。 も し 太陽 が 子 4 








満悦 あれ ) は 言い まし た : 





2 日 間 を あな た 方 に た め 




















「 ア ッ ラ ー の 使徒 
彼ら (マデ ィ ー ナ の 民 ) 





( 彼 に アッ ラー か 


こ は 遊 興 の 


時 と 平安 あれ ) 




















に 、 よ り 良 いも の に 代え て 下さ っ 











イー ド ャ デル ーー アド み ハ ー (本 性 祭 ) さ イ ー ド バチ ルー フィ トド み ル ラマ グー ン 月 の 


の 3 の bo さ ド と アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 55) 
位置 づけ : 
ム 男 女 に と っ て 、 強 く 推奨 され ん た スン ナ で す 。 


帯 : 














た 場合 は 、 翌 日 の 正 














曲 の 時 間 帯 に 行う よう に 


し 


ま ょ どの 高 さ に 
F 線 か ら 傾く まで に イー ド の 
二 ' す も 





尚 イ ー ド ・ ア ル テ ア ドッ ハー の 犠牲 は 、 イ ー ド の サラ ー 


⑯ 2 つの イー ド の サラ ー へ の 赴き 方 : 








人 了 
女性 は 装飾 品 
赴き 0 月 経 中 の 女性 


この 日 

















日 の 喜び を 表す た め 
ョ な ど で め か し つけ た り せ ず 、 
は 説教 だ け 聴き 、 











サラ ー の 際 に 

















まで 昇っ て か ら 、 子 午 
日 で ある こと が 1 


線 を 通過 す 








前 明 し な か っ 





こし か 計っ て は な り ま せん 。 

















に 最良 の 衣服 を 身 に 纏う こと が スン ナ で す 。 
香水 な ども 身 に つけ ず に 人 々 と 共 ( 


2 の ここ 0 





は そこ か ら 遠 ざか り ま す 。 








53 
54 
55 


ヒジ ュ ラ 暦 10 月 
暦 12 月 


AR 者 注 : 
R 者 注 : ヒジ ュ ラ 


の こと 。 
の こち 


で 出 














中 

















真正 


ダー ワウ ワード の も の 。 





が 信 あ の の の マチ ジー デュ ター 
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ウー ド (1134) 、 


スナ ン ・ ア ン テ ナ サー イー (1556)。 


文章 は アブ 


2 一 イー ド の サラ ー に 参加 する 者 は その 日 の 朝 、 可 能 な ら ば 徒歩 で 、 タ クビ ー ル し つつ サ 
ラー の 場 に 向かう こと が スン ナ で す 。 一 方 イマ ー ム は サラ ー の 時 まで 、 入場 を 遅らせ ます 。 
また この 宗教 儀礼 を 誇 玉 し 、 か つ ス ン ナ を 遵守 する と いう 意味 で も 、 サ ラー の 場 と 自宅 
の 間 の 行き 帰り は 別々 の 道筋 に な る よう に する の が よい で し ょ 2 う 。 





















































3ー イ ー ド ・ ア ル テ フ ィ ト ッ ル (ラマ ダー ン 月 の 斉 戒 明け の 祭日 ) の た め に 自宅 を 出る 前 
に は 、 庁 数 個 の ナツ メ ヤ シ の 実 を 食べ る こと が スン ナ で す 。 一 方 イー ド ・ ア ルテニア ドッ ゥ ッ ハ 
ー (犠牲 祭 ) の 日 に 犠牲 を 届 る 場合 は 、 そ の 犠牲 の 肉 を 口 に する まで 食べ 物 を 控え て お く 
の が スン ナ に な り ま す 。 












































@ 2 つの イー ド の 場所 : 





2 つの イー ド は 町 か ら 近 い 砂 漠 で 行う の が スン ナ で す 。 そし て サラ ー の 場 に 着い た ら 2 ラ 
クア の 夕 ヒ イヤ トム ・ ア アルテ マズ スジ の 6 を 行い 、 そ れ か ら 腰 を 下ろ し て 至高 の アッ ラー を ズ ィ 
クル ( 念 唱 ) し ます 。 

また 2 つの イー ド は 雨 や 寒さ な どの 正当 な 理由 が な い 限 り 、 モ スク の 中 で 行う べき で は 
あり ませ ん 。 但し マッ カ は その 限り で は な く 、 ハ ラー ム ふ ・ モ スク 内 で サラ ー を 行い ます 。 





















































⑯ イー ド の 場 に 到着 し た ら 、 イ ー ド の サラ ー の 前 後に 任意 の サラ ー を 行う こと が 出来 ます 。 
但 レ タ ヒ イ ヤ ト ・ ア ル ニ テマ スジ ド を 除い て は 、 サ ラー が 禁止 され て いる 時 間 帯 に は そう 
する こと は 出来 ませ ん 。 ま た イマ ー ム が 現れ る まで 、 タ クビ ー ル に 専念 し ます 。 












































@ 2 つの イー ド の サラ ー の 形 : 








サラ ー の 時 間 が 来 た ら イマ ー ム は 前 に 進み 出 て 、 ア ザー ン も イカ ー マ も な し に 2 ラク ア 
の サラ ー を 率い ます 。 そ し て 1 ラク ア 目 に は タク ビー テラ トッ ・ ア ルー テア イフ ラー ム 57 を 含め て 
7 回 、 あ る い は 9 回 の タク ビー ル を 行い 、1 ラ クア 目 か ら 立 ち 上 が っ て 2 ラク ア 目 に 入る 前 
に は タク ビー ル を 5 回 唱え ます 。 




























































































そし て 1 ラク ア 目 で 「 和 至高 な る 者 章 (第 87 章 ) 」、2 ラク ア 目 で は 「 ガ ー シ ャ 章 (第 88 
章 )」 を 読む か 、 あ る い は 1 ラク ア 目 で 「 カ ー フ 章 (第 50 章 )」、2 ラク ア 目 で は 「 月 章 (第 
54 章 )」 を 読み ます 。 伝 えら れ て いる 様々 な スン ナ を 実践 する べく 、 時 に は これ を 読み 、 ま 
た 時 に は これ を 読む 、 と いう 風 に 変化 を つけ る の が よい で し ょ 2 う 。 


























イマ ー ム は サラ ー の 後に 聴衆 の 方 を 向い て 挨拶 し 、 説 教 を 始め ます 。 そ し て そこ で は ア 
ッ ラ ー を 讃え 、 か れ に 感謝 し 、 か れ の 法 に 則 し て 行う こと の 義務 に 言及 し 、 ま た イー ド ・ 











56 訳者 注 : モス ク に 入っ た 時 、 腰 を 下ろ す 前 に 行う 2 ラク ア の サラ ー の こと 。 和 預言 者 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) の スン ナ で す 。 
57 訳者 注 : サ ラー を 開始 する 際 に 行う タク ビー ル の こと で す 。 
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アル テア ドゥ ハー (犠牲 祭 ) に お いて は 犠牲 を 捧げ る こと を 奨励 し 、 か つ そ の 規定 に つい 
て 説明 し ます 。 








@ イー ド の 日 が 金曜 日 に 重なっ た 場合 、 イ ー ド の サラ ー に 参加 する こと で 金曜 礼拝 の 参加 

義務 は な く な り ま す 。 そ し て 金曜 礼拝 の 代わ り に ズ フ ル の サラ ー を し ます 。 但 し イマ ー 

ム は イー ド の サラ ー を 済ま せ た 後 も 金曜 礼拝 の 義務 が な く な る こと は な く 、 同 様 に イー 

ド の サラ ー に 参加 し な か っ た 者 も 金曜 礼拝 に は 参加 し な けれ ば な り ま せん 。 尚 イ ー ド の 

サラ ー を 済ま せ た 者 で も 金曜 礼拝 に 参加 すれ ば 、 ズ フ ル の サラ ー を する 必要 は あり ませ 
2 



















































































@ イマ ー ム が タク ビー ラ ト ゥ ・ ア ル テ イ フ ラー ム 以 外 の タク ビー ル を 1 回 忘 れ た まま クル 
アー ン 読 詩 に 移行 し て し まっ た 場合 、 そ れ を や り 直 す 必 要 は あり ませ ん 。 と いう の も そ 
れ は スン ナ で あり 、 既に その 時 が 過ぎ て し まっ た か ら で す 。 上 前 イ マー ム に 従う 者 た ち は 
義務 の サラ ー と その 他 の 任意 の サラ ー で 行う よう に 、 タ クビ ー ル と 共に 両手 を 上 げ ま す 。 
そし て 2 つの イー ド と 雨 各 い の サ ラー の 際 に は 、 ラ クア 始め の 連続 し た タク ビー ル ( タ 
クビ ー ラ トッ ゥ ・ ア ル テ イ フ ラー ム を 除く ) の 際 に は 両手 す を 上 げ な いよ うに し ます 358。 




































































マー ム は 説教 に お いて その 義務 や サダ カ (施し ) の 奨励 な ど に 関し 、 女 性 に も 訓 戒 の 
葉 を 向け る よう に する の が スン ナ で す 。 


愉 
下 











ー ド の サラ ー に 遅れ 、 イ マー ム が タス リー ム す る 前 に 途中 参加 し た 場合 、 イ マー ム の 
タス リー ム ょ 後に 立ち 上 が り 、 イ マー ム が 行う の と 同様 の 形 で ラク ア の 不足 分 を 補い ます 。 
また イー ド の サラ ー を や り 損 ね て し まっ た 者 は 、 そ れ を や り 直 し た り は し ませ ん 。 





@ 
へ 

















r[ 


























⑯ イマ ー ム が サラ ー を 終え た ら 、 説教 を 聴か ず に その 場 を 去る こと も 出来 ます し 、 あ る い 
は その 場 に 留まっ て 説教 に 年 を 傾け る こと も 出来 ます - そし て それ が 最善 で し ょ う 。 









































⑱ イー ド の 日 の タク ビー ル の 法 的 位置 づけ : 








全 ム スリ ム は イー ド の 期間 、 自 宅 や 市 場 、 公 道 や モス ク な どの 場所 を 問わ ず 、 声 を 上 げ 
て タク ビー ル す る こと が スン ナ で す 。 尚 女性 は マハ ラム - その 夫 や 、 ま た いか な る 状態 に 
お いて も 婚 が 許さ れ な い 関 係 に ある 父親 や 兄弟 や 息子 な ど - 以外 の 男性 の 前 で は 声 を 上 
ば だ みみ ビー ル じ な いよ うに じじ ま お 





















































@⑯ タク ビー ル の 時 期 : 





1 一 タク ビー ル の 時 期 は イー ド ・ ア ル テ フ ィ ト ッ ル (ラマ ダー ン 月 の 斎 戒 明け の 祭日 ) に 
お いて は 、 イ ー ド の 日 の 夜 595 か ら イ ー ド の サラ ー を 終え る まで の 間 で す 。 





























58 訳者 注 : この 見 解 は ハナ フィ ー 学 派 の も の で 、 その 他 の 3 学派 で は 両手 を 上 げ ます 。 
59 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 は 日 没 か ら 始 まる の で 、 西 暦 的 感覚 か ら 言 うと イー ド の 日 の 前 日 の 晩 か ら で す 。 
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2 一 一 方 イー ド ・ ア ルニア ドゥ ハー (犠牲 祭 ) に お ける タク ビー ル の 時 期 は 、 ズ ー・ ア ル 
ー ヒ ッ ジ ャ 月 @0 初 日 か ら 同月 13 日 の 日 没 ま で で す 。 

















⑯ タク ビー ル の 形 : 


1 ュー タグ ビー ル を 偶数 回 唱え る 形式 : 「 ア ッ ラ ジー クジ ・ デ ク グ ク バ ル 、 デ ッ ジ ー ブ プ ・ デ アク スル 、 
2 の 0 イプ ジー パイル アク ジー 婦 ウ ジー ジィ テク クル ルル ゲッ メジ ー ア ツィ ア デン パル 、 ア ジィ メメ 
ッ ラ ー と ヒル テハ ム だ (アッ ラー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 財 
拝 す べき も の は な し 。 そ し て アッ ラー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 そ し て 全て の 称 
夫 居 ゲッ ジ ー に こそ あり ) 。」 















































クー タグ ビー ル 冠 才 数 回 唱和 まる 形 水 。・「 デ ッ ア ジー シャ アク 2 フツ アッ テー シィ アデ ク パ ル 、 
220 の ーー イル ジン ツジ ーッ イジ ジー バッ の ツクシ ジッ クー ジル シー シック ノ ツ ツ 作 。 導 妥 
つの ゲ ガ グ 2 ツブ テッ アー アデ ング 2、 ジュ ルッ アー と と ルーフ) へ だ (デッラ アー は 倍 胡 な 
り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な 
し 。 そ し て アッ ラー は 偉 天 が な が り 。 ア デア ッ ラー は 僅 天 な り 。 デ ッ テ プー は 僅 夫 な り 。 そし て 人 金 て 
の 称 堆 は アッ ラー に こそ あり ) 。」 





















































3 一 タク ビー ル を 最初 に 奇数 回 唱え 、 そ れ か ら 偶数 回 唱え る 形式 : 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア デア ク バ 
0 ゲ グ ジー クン ググ の 0 デック ジー ジャ ジン クル KK アー の グー パッ ガウ ジッ ジー。 
ーッ アグ クツ アジ ラー シィ アク パル ルト 、 アーツ メッ ジー も ルー ハス だ (アッ ジー は 信 
大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 系 拝 す べき も の 
人 大 な し 。 そし て アッ ジー は 停 大 ぷり 。 デメ ラー は 僅 天 が 。 そし て 全て で の 称 状 は デッラ テー 
に さそ あり) 。」 





















































っ た 風 に 変化 を つけ て 用 いる よう に し ます 。 











@ 新 各 な 祝祭 に 関す る 法 的 見 解 : 














作 か の 誕生 記念 日 や 、 ヒ ジュ ラ 礎 あるいは 西暦 の 元旦 、 了 スラ ー ゥ 1 の 夜 、 シ ャ アバ ー ン 
月 6215 日 の 夜 、 預言 者 生誕 節 、 母 の 日 の お 祝い な ど 、 現 在 多 く の ム スリ ム の 間 に 尊 延 し て 
いる 祝祭 の 数 々 は 弓 弾 すべ きど だ アブ 63 で す 。 














王 山 


















































60 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の こと 。 

61 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド が 、1 晩 で セッ カ か ら エ ル サ レム まで 移動 し た 奇跡 の 「 夜 の 旅 」 の 事 を 指 
し て いま す 。 そ し て 更に 彼 は 、 そ こ か ら 大 天使 ど ジブ プリー ル に 伴わ れ て 天界 を 訪問 し まし た 。 

62 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 8 月 の こと 。 
63 訳者 注 :「 ビ ドゥ ア 」 と は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) や その 教 友 、 そ の 次 世代 の 
者 た ち も 行 っ て いな か っ た よう な 宗教 に 関す る 物事 を 新規 に 発明 し た り 、 実 践 し た りす る こと で す 。 ま た 
ある い は 法 的 典拠 に そぐわ な いよ うな 物事 で 、 預 言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示 
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ゆえ に この よう な イス ラー ム に 根拠 の な い 祝 祭 を 行っ た り 、 認 証し た り 、 そ こ に 招 待 し 
た り 、 あ る い は その た め の 拠 出 を 担っ た りす る こと は 罪深い 行い で す 。 そ の よう な 者 は E 
ら 犯 す 罪 と 共に 、 そ の 者 が 原 

















26MPSESS 





























因 と な っ て それ に 参加 し た 他人 の 罪 を も 問わ れる こと に な る 





6 一 月 角 と 用 触 の ナラ ー 








@ 月 触 と は : 夜 に 月 の 光 が 全 部 、 あ る い は 部 分 的 に 消え て し まう こと で す 。 





























@ 日 触 と は : 昼 に 太陽 の 光 が 全 部 、 あ る い は 部 分 的 に 消え て し まう こと で す 。 











@ 日 ・ 月 触 の サラ ー の 法 的 位置 づけ : 





く 推奨 され た スン ナ で す 。 
































日 ・ 月 仙 の サラ ー は 、 旅 行 中 か 定住 中 か 、 男 性 か 女性 か を 間 わ ず 全 ムスリム に と っ て 強 











@ 日 ・ 月 触 の 時 間 の 知り 方 : 


お グ ツン グ は 
然 界 の 法則 を 定め られ 

















日 ・ 月 餅 は 太陽 や 月 の 周期 が 定め られ て いる の と 同様 に 、 特 定 の 周期 に 沿っ て 起こ り 
日 触 が (ヒジ ュ ラ 暦 の ) 月 末 に 、 そ し て 月 触 が 月 の 中 程 に 起こ る よう に 上 











@ 日 ・ 月 触 の 原因 : 


ググ の の お よい NG で も LO 。 

















7【T 






































ED27GS 











日 触 や 月 食 が 起こ っ た ら 、 恐 れ へ りく だ りつ つ モ スク か 自宅 に 赴く よう に し ます が 、 モ 


























地震 や 台風 、 火 山 な ど に も 原因 が ある よう に 、 日 ・ 月 館 に も アッ ラー が 定め られ た 自然 























法則 に 則っ た 原因 が あり ます 。 そ し て そこ に 潜む 英知 と は 、 し も べ が その 机 怖 に より アッ 
の の おら 返 の で の の の で ず ) 








@ 日 ・ 月 触 の サラ ー の 時 間 帯 : 








触 が 始ま っ て か ら 終 わる まで で す 。 


@ 日 ・ 月 角 の サラ ー の 形 : 











日 館 の サラ ー に も 月 館 の サラ ー に も 、 ア ザー ン や イカ ー マ は あり ませ ん 。 た だ 昼 か 夜 に 








「 集 団 礼拝 を し ます 」 と 1 度 、 あ る い は 何 回 か 告知 する の み で す 。 











し た ヨ 


E 法 や 道 で ある 「 ス ン ナ 」 の 








反対 語 で す 。 
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イマ ー ム は タク ビー ル を し 、 ア ル テ フ ァ ー テ ィ ハ 章 を 読み 、 次 いで クル アー ン を 声 に 出 
し て 長め に 読 論 し ます 。 そ れ か ら 長 い ル レク ーッ を 行い 、「 サ ミア ッ ラ ー フ ・ リ マン ・ ハ ミダ 
プ (アッ ラー は か れ を 讃え る 者 を お 聞き 入れ に な られ よう )」 「 ラ ッ パ ナー・ ワ ・ ラ カ ・ デ 
ノルテ ハム だ (私 た ちの 主 よ 、 そ し て あな た に こそ 全て の 称 礁 が あり ます ) 」 と 唱え つつ 立 
ち 上 が り ま す 。 そ し て サジ ダ に 移行 せ ず に 、 再 び ア ル テ フ ァ ー テ ィ ハ 章 と クル アー ン の 別 
の 箇所 を 読み ます が 、 そ の 際 最 初 よ り は 短め に 済ま せま す 。 ま た ルク ーッ も 1 回 目 の そ れ 
より は 短め に 切り 上 げ 、 今度 は 長い 2 回 の サジ ダ を し ます 
1 ラク ア 目 は 2 ラク ア 目 より も 長く 、 そ の 間 に は 座位 姿勢 が あり ます 。2 ラ クア 目 も 1 ラ 
クア 目 と 同様 に 進め ます が 、1 ラ クア 目 よ り 短 め に 済ま せ 、 最後 は タ シ ャ ッ フ ド と タス リー 
ム で 締め くく り ま す 。 
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@ 日 ・ 月 触 の サラ ー の 説教 の 形 : 


サラ ー の 後 イ マー ム は 人 々 を 戒 め 、 彼 ら の 心強く 印象 付け られ る べく その 偉大 な 現象 
に つい て 想起 させ 、 ま た ドッ ゥ アー (祈願 ) と アス テディ グフ ァ ー ル (アッ ラー に 罪 の 赦し を 
を うこ と ) を 数 多く 行う よう 命じ る 説教 を 行う の が スン ナ で す 。 











アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の 時 代 に 、 日 人 秋 が 起こ り ま し た 。 そ れ で アッ ラー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は サラ ー に 立ち 、 非 常に 長く 立ち 続け まし た 。 そ し て 
非常 に 長い ルク ーッ を し 、 そ こ か ら 頭 を 上 げ る と また 長く - 1 回目 の そ れ よ り は 短く - 立ち 
続け まし た 。 それ か ら ま た 長い - 1 回 目 の そ れ よ り は 短い - ルレ クー ゥ を し 、 それ か ら サ ジ ダ 
に 移り まし た 。 

そし て (サジ ダ を 終え る と ) また 長く 立ち 続け まし た が 、 そ れ は 1 回目 の それ より は 短 
いも の で し た 。 ま た 長い ルレ クー ゥ を し まし た が 、 こ れ も 1 回 目 の そ れ よ り は 短い も の で し 
た 。 そ れ か ら 頭 を 上 げ て また 立ち 続け まし た が 、 こ れ も 1 回目 の それ より は 短く 、 次 いで 
また 長い ルク ー ゥ を し まし た が 、 こ れ ま た 1 回 目 の そ れ よ り は 短い も の で し た 。 そ し て サ 
ジ ダ に 移行 し まし た 。 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 立ち 去り まし た が 、 
日 秋 は 既に 終わ っ て いま し た 。 役 は 人 々 に 説教 し 、 ア ッ ラ ー を 讃え 、 こ う 言 いま し た \# 実 
に 太陽 と 月 は アッ ラー の み し る し の 1 つ で あり 、 そ の 人 触 は 誰か の 死 や 誕生 に よっ て 起こ る 
の で は な い の だ 。 ゆ え に そ れ ( 触 ) を 目の当たり に し た ら タ クビ ー ル し 、 ア デッラ ー に ドッ ゥ 
アー (祈願 ) し 、 サ ラー し 、 サ ダ カ (施し ) する の だ 。 ム ハン マ ド の ウン マ (共同 体 ) よ ! 
その 男女 の し も べ が 委 淫 する こと を 、 ア ッ ラ ー よ り も 激しく 非難 され る お 方 は な い の だ ぞ 。 
ムハンマド の ウン マ (共同 体 ) よ ! アッ ラー に か け て ! も し あな た 方 が 私 の 知る と ころ の 
も の を 知っ た な ら 、 沢 山 泣 き 少 し し か 笑わ な か っ た こと で あろ う 。 私 は 確か に 伝え た ぞ 。"」 
(アル テ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 6⑳) 







































































































































































64 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1044) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (901)。 文 章 は ムスリム の も の 。 
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@ 日 ・ 月 角 の サラ ー の や り 直 し : 





























こと に な り ま す 。 そ し て も し や り 損 ね た 
と も あり ませ ん 。 























日 人 の サラ ー の ラク ア は 、 各 ラク ア の 最初 の レク ー ゅ ゥ を イマ ー ム と 共に 行え ば 遂行 し た 
場合 、 日 館 が 終わ っ て し まっ た 陣 


ら や が 記し じ ず る こ 





@ サラ ー し て いる 途中 に 日 艇 が 終わ っ た ら 、 残 り の サラ ー を 短め に 完遂 し ます 。 そ し て も 
し サラ ー を 終え た 時 点 で 日 委 が 終わ っ て いな か っ た ら 、 そ れ が 終わ る まで ドッ ゥ アー ( 祈 
願 ) や タク ビー ル 、 サ ダ カ (施し ) な ど に 努め る よう に し ます 。 














@ 日 ・ 月 角 と いう み し る し の 理解 : 




















日 秀 と いう 現象 は 人 々 を 、 タ ウ ヒ ー ド の 純化 や アッ ラー へ の 献身 的 服従 、 罪 悪 や アッ ラ 





ー へ の 反逆 の 抑制 、 ア ッ ラ ー に 対す る 長居 の 念 や 悔 悟 の 気持 ち へ と いざ な っ て くれ ます 。 








の は 、( 








1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - われ ら (アッ ラー の こと ) が み し る し を も た ら す 
し 


も べ に ) 明 怖 の 念 を 呼び 起こ させ る た め な の で ある 。, (クル アー ン 17 : 59) 





2 アブ ー・ マ スウ ー ド ・ ア ル テ ア ン サ ー リ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 





た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 3 























F 安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た 〆 太陽 と 月 は 、 


それ で も っ て アッ ラー が その し も で を 恐れ させ る と ころ の か れ の み し る し で ある 。 そ し て 


その 人 触 は 誰か の 死 や 誕生 に よっ て 起こ る 





























スリ ム の 伝承 65) 


⑯ 用 み し る し の サジ ラー : 






































地震 や 洪水 、 噴 火 や その 他 の 自然 災害 











わけ で は な い 。 ゆえ に それ を 











に し た ら 、 そ れ が 





























な どの み し る し に 遭遇 し た 場合 、 





KN が の る まで サラ ー し 、 アッ ラー に ドゥ アー ( 新 願 ) する の だ | (デル デー アン ハーリー と ふ 


竹 ラ クア が 3 つ 


の ルク ーッ と 2 つの サジ ダ か ら な る 4 ラク ア か 6 ラク ア の 「 み し る し の サラ ー」 を 行う こ 





と が 出来 ます 。 


7 一 万 尻 い の サラ ー 


人 @ 雨 い の サラ ー と は : 特定 の 形 に お いて 、 至高 の アッ ラー に 雨 の 恵み を を い 祈願 する こ 








と で す 。 


人 @ 雨 生 い の サ ラー の 法 的 位置 づけ : 








65 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1041) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (911) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
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雨 名 い の サ ラー は 強く 推奨 され た スン ナ で 、 サラ ー が 禁じ られ て いる 以外 の 時 間 帯 で な け 
れ ば いつ で も 行う こと が 出来 ます 。 し か し 最良 の 時 間 帯 は 、 太 陽 が 昇っ て か ら 槍 1 本 分 の 
高き ほど に まで 上 が っ た 頃 で し ょ う 。 






































人 な 雨 委 い の サ ラー が 定め られ た こと に 潜む 英知 : 








雨 が 滞っ て 早 租 に な り 始 め た ら 、 雨 名 い の サ ラー が 可能 に な り ま す 。 
イマ ー ム が 雨 名 い の サ ラー を する と 決め た 日 に は 、 ム スリ ム の 老若 男女 が 質素 な 格好 で 
慎み 深く へ りく だ りな が ら 、 長 怖 の 念 と 哀願 に 包ま れつ つ 砂 漠 へ と 赴き ます 。 





















































@ 雨 生 い の 種類 : 


雨 名 い は : 集団 に よる 雨 妥 い の サラ ー の 形 か 、 あ る い は 人 金曜 日 の 説教 の 後 や 不 特定 の サ 
ラー 後 の ド ゥ アー (祈願 ) 、 ま た は 説教 や サラ ー に 付随 し な い 単 な る ドゥ アー だ け の 形 で も 
行わ れ 得 ま す 。 























@ 雨 委 い の サ ラー の 形 : 





2 デー が デザ ワン と オイ め カー ご マ 人 な LCG、 2 クラ クア の サテ ー を 有三 い ます 。 

最初 の ラク ア で は タク ビー トゥ ・ ア ルテニア ププ フラー ム 66 を 含む 7 回 の タク ビー ル を 唱え 、 

声 に 出し て アル ニテ フ ァ ー テ ィ ハ 章 と クル アー ン の 章 句 を 読み ます 。 そ れ か ら ル クー ッ ゥ と サ 
ジ ダ を し 、2 ラク ア 目 に 移行 すべ く 立 ち 上 が り ま す 。 
2 ラク ア 目 に は 、 起き 上 が っ た 除 の タク ビー ル を 除い て 5 回 の タク ビー ル を 唱え ます 。 そ 

れ か ら 声 に 出し て アル テ フ ァ ー テ ィ ハ バハ 章 と クル アー ン の 章 句 を 読み 、2 ラク ア 目 を 終え た ら 
PE グ ド を し て グ リ ー ム し ます 


































































































⑯ 説教 の 時 間 帯 : 


イマ ー ム は 、 雨 生 い の サ ラー 前 に 説教 を する こと が スン ナ で す 。 


1ー ウ バー ド ・ ブ ン ・ タ ミー ム ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 彼 の 叔父 か ら 伝え る と こ 

ろ に よれ ば 、 彼 は 言い まし た :「 私 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) が 雨宮 い に 赴 く の を 目 に し まし た 。 彼 は 人 々 に 背 を 向け る と 、 キ ブラ の 方 に 向かっ て 
ドゥ アー (祈願 ) し まし た 。 そ れ か ら 衣 服 を 左右 逆 に し て 纏い 、 ク ルアー ン を 声 に 出し つ 
つ 2 ラ クア の サラ ー を 率い まし た 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 62) 






















































































66 訳者 注 : サラ ー を 開始 する 際 に 行う タク ビー ル の こと で す 。 ア ッ ラ ー が 何より も 偉大 で あり 、 そ れ 以 

外 の 存在 は か れ な し で は 存在 する こと が 出来 な い 小 さ な 存在 で ある こと を 実感 する こと で 、 サ ラー 中 の 明 

怖 の 念 を 呼び 起こ し 、 ま た か れ 以 外 の 何 か に 心 を 囚われ る こと が な いよ うに し ます 。 

67 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1025) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (894)。 文 草 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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2 一 アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 太陽 が 欠け 始め た 時 、 家 を 後に し まし た 。 そ し て 説教 
者 用 る と ググ クビ ピール と ググ ハミ ー が 68 を 唱え 、 こう 言い まじ た て 実に あな だ 放 は 土地 の 早 
戦 を 嘆い て いる .. " そし て 人 々 の 方 を 向く と 説教 壇 を 降り 、2 ラク ア の サラ ー を 行い まし 
た 。] (アブ ー・ グ ダー ウード の 偽 承 ⑨) 


















































@ 了 雨 妥 い の サ ラー の 形 : 

イマ ー ム は 立っ た まま 、 サ ラー の 前 に 1 部 か ら な る 説教 を 行い ます 。 そ し て 至高 の アッ 
ラー を 讃え 、 タ クビ ー ル し 、 イ ステ ィ グ ファ ー ル (アッ ラー に 罪 の 散 し を を うこ と ) し 、 
スン ナ で 確証 され た 次 の よう な こと を 喋り ます : 























「 実 に あな た 方 は 土地 の 早 戦 と 、 長 期間 の 雨 の 遅延 を 嘆い て いる 。 そ し て 僅 大 か つ 荘 厳 
な る アッ ラー は 、 あ な た 方 に か れ に 祈る よう ご 命じ に な られ た 。 そ し て か れ は 、 そ れ に お 
応え に な られ る こと を ご 約束 され た の だ 。」 そ れ か ら こ う 唱 えま す : - 万 有 の 主 ア ッ ラ ー 
に こそ 全て の 賞 秦 は あり 。 (か れ は ) 最も 慈悲 遍 く 慈悲 深い お 方 。 審判 の 日 の 裁き 手 。, ( ク 
ルアー ン 1 : 1 一 3) 「 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な し 。 か れ は お 望み に な られ る 
こと を 行わ れ ま す 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た こそ は あな た 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の の な い お 
方 。 あ な た こそ は 何 も の を も 必要 と され ぬお 方 で 、 私 た ち は 徐 乏 者 で す 。 私 た ち に 恵み の 
雨 を お 降ら し に な り 、 そ れ で も っ て 私 た ちの 暫し の 力 と 成長 と し て 下さ い 。」( ア ブー・ ダ 
ー ウ ー ド の 伝承 70) 



















































































「 ア ッ ラ ー よ 、 日 延べ する こと な く 、 私 た ち に 害 の 無い 有益 な 、 祝 福 さ れ た 豊 秋 の 恵 
の 雨 を お 降 レ し 下さい 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 7) 














「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の し も べた ちと 畜 獣 た ち に 雨 を 降ら せ 、 あ な た の ご 慈悲 を 広く 行 
き 渡 ら せ 、 あ な た の 枯れ 果て た 土地 を 蘇ら せ て 下さ い 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と マー リク 
の 伝承 2) 











「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を お 降ら し 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を 
お 降ら し 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を お 降ら し 下さ い 。」( ア ル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 ) 





























68 訳者 注 : アッ ラー に こそ 全て の 医 美 が ある と 唱 念 す る こと 。「 ア ル テ ハ ム ドリ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代 
表 さ れ ま す 。 
69 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1173) 。 
70 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1173)。 
21 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1169)。 
72 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1176) 、 ム ワッ タ ア ・ マ ー リ ク (449)。 文章 は アブ ー・ ダ 
ー ワ ウード の も の 。 
73 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1014) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (897。 
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上 4 


トド デ ウタ ダー。 和 だ らち を 則 し で 下さ きい アッ ラー よび 、 私 だ ら を 側 し て きい アテ ルッ シー ニ 
私 た ち を 潤し て 下さ い 。」( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー の 伝承 





@⑯ も し 多量 の 降雨 で 被害 の 危険 が あり そう な 場合 は 、 こ の よう に 唱え る の が スン ナ で す : 


二 ビ 




















イマ ー ム は 
服 を 左右 逆 に し て 纏い 、 

















「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 真 上 で は な く 私 た ちの 周囲 に 5。 アッ ラー よ 、 山 や 丘 に 、 渓谷 に 、 
木 に ( 雨 を 押し や っ て 下さ い )。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 76) 


















































雨 は 主 か ら の 新参 者 で す 。 雨 が 降っ た ら 衣 服 の 一 部 を は だ けさ せ 、 次 の よう に 言い な が 
ら そ れ を 体 の 一 部 に 浴び る の が スン ナ で す 。 











「 ア ッ ラ ー よ 、 婁 か で 有益 な 雨 を (お 恵み 下さ い )。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 77) 























雨 が 降っ た 後に は 、 こ の よう に 唱え ます :「 ア ッ ラ ー の 恩恵 と ご 慈悲 に よっ て 、 私 た ち 
は 雨 に 恵まれ まし た 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 78) 














イマ ー ム は 雨宮 い の 際 両手 





イマ ー ム の ドッ ゥ アー (祈願 ) 【 


説教 の 後に 行う こと : 


ー に 移行 する の で す 。 














を 上 げ 、 人 々 も それ に 習う の が スン ナ で す 。 ま た 説教 の 際 の 











と は グ デ アミ ピーン 9 する よう に し ます 。 


説教 が 終わ っ た ら 、 キ ブラ に 向かっ て ドゥ アー (祈願 ) し ます 。 そ れ か ら 衣 
人 々 も 両手 を 上 げ て ドゥ アー し ます 。 そ し て 2 ラク ア の 雨 各 い の 








イ バ ー ダ ( 昧 拝 行為 ) や 服従 行為 に お いて 集まる こと に は 2 種類 あり ます : 


決ま っ て 繰り 返さ れる も の : これ は 5 つの 義務 の サラ ー や 金曜 礼拝 の よう な 義務 的 な も 
の と 、2 つ の イー ド の サラ ー や タラ ー ウ ィ ー フ 、 日 ・ 月 人 の サラ ー や や 雨 急 い の サ ラー の 


よう な スン ナ で ある も の が あり 








遵守 きれ な けれ ば な り ま せん 。 





74 
75 
76 
77 
78 
79 
リス 





ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー ( 
訳者 注 : つま り 被 害 を 及ぼ す よ 








ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 
ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 




















教 の 普及 に よっ て 日 本 人 が 江 











訳者 注 : アル テニ ファ ー テ ィ ハ バハ 章 を 


1013)。 











E す 。 こ れ ら は 決ま っ て 繰り 返さ れる べき も の で あり 、 





29: が ガ 


ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1013) 、 


1032)。 
1038) 、 











雨 で は な く 、 適 度 か つ 有 人 益 な 雨 を 願う こと を 示し て いま す 。 




















サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (897 の 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 





サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (71)。 


読み 終わ っ た 後に 唱え る 、「 ア ー ミ ー ン 」 と いう 言葉 を 指し ます 。 キ 
E で も 知る よう に な っ た 「 ア ー メ ン 」 と いう 言葉 と 同様 に 「 ア ッ ラ テラー よ 、 





(祈り に ) お 応え 下さ い 。」 と いう 意味 が あり ます 。 
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② 決ま っ て 繰り 返さ れ は し な いも の : これ は 夜 の 任意 の サラ ー や ドッ ゥ アー (祈願 ) な ど 、 
集団 で は 常習 的 に 行わ れる べき で は な いも の で す 。 この よう な こと は 時 に する の は 問題 
は あり ませ ん が 、 決 まっ た 習慣 と し て は な り ま せん 。 




















「 

















8 一 だ ど ゥ ハー の サラ ー 

















信 ドッ ハー の サラ ー は : スン ナ で あり 、 最 低 2 ラ クア で 、 上 限 は あり ませ ん 。 














@ 時 間 帯 は : 太 陽 が 昇っ て か ら 槍 1 本 分 の 高 さ ほど に な る まで - 計測 的 目安 と し て は 1m、 
時 間 的 目安 と し て は (太陽 が 昇っ て か ら ) 約 15 分 後 - か ら 、 子午 線 に さしかかる 前 ま 
で で す 。 そ の 中 で も 最良 の 時 間 帯 は 、 暑 さ が 増 し て 子 ラ クダ の 足 が (太陽 の 知 熱 で 熱さ 
れ た 砂 の 熱さ に ) 熱さ れる 時 と 言わ れ て いま す 。 










































































@ ドッ ハー の サラ ー の 徳 : 


1 ュー アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 の 愛す る 友人 ( ア 
ッ ラ ー の 使徒 の こと ) は 、 私 に 3 つの こと を 勧め まし た 。 そ し て 私 は それ ら - 毎 月 3 日 の 
サウ ム ( 斎 戒 ) と ドゥ ハー の サラ ー、 ウ ィ ト ル を し て 寝る こと - を 死ぬ まで 手放さ な いで 
し ょ う 。」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ⑳) 
































2 一 アブ ー・ ザ ッ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 毎 朝 あ な た 方 の 身体 の 各 関 節 に は 、 サ ダ カ (あら ゆる 
形 で の 慈善 行為 ) が 課せ ら れる 。 全 て の タス ビー フ 81 は 1 つの サダ カカ で あり 、 全 て の 夕 ハ ミ 
ー が 82 は 1 つの サダ カカ で あり 、 全 て の タ ハ リー ル 83 は 1 つの サダ み で あり 、 全 て の タク ビー 
ル 84 も 1 つの サダ カカ で ある 。 また 善行 を 勧め る こと も 1 つの サダ カ で あれ ば 、 悪行 を 禁じ る 
こと も 1 つの サダ カカ で ある 。 そ し て だ み ゥ ハー (午前 ) に 礼拝 する 2 ラク ア は 、 そ れ ら 全て 
に 相当 する の だ 。」( ム スリ ム の 伝承 85) 
























































9 バス デイ ィ の ー ン の ジー 





80 サ ヒ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1981) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (721。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
81 訳者 注 : アッ ラー の 完全 無欠 性 、 全 て の 物事 か ら 超越 する 祭 高 さ を 讃え る こと 。「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 
と いう 言葉 に よる 唱 念 に 代表 され ます 。 
82 訳者 注 : アッ ラー に こそ 全て の 牙 美 が ある と 唱 念 す る こと 。「 ア ル テ ハ ム ドリ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代 
表 さ れ ま す 。 
83 訳者 注 : アッ ラー こそ が 唯一 の 主 で あり 、 真 に 崇拝 すべ き 対象 で や る こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 ラ 
ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
84 訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 区 少な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 
め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 

85 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (720)。 
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な @W イス ティ ハー ラ と は : 何ら か の 義務 的 な ある い ! 
ある い は 何ら か の 合法 的 な 物事 に お 





ー 








ッ プ ー!【 





に 








@ イス ティ ハー ラ の 法 的 位置 づけ : 





は 拓 











戸 


ける 

















最良 の 選択 を 仙 ぐ こと で す 。 


ルス グイ バー の サラ ー は スン ナ で まん 
2 ラク ア か ら な り 、 イ ステ ィ ハ ー ラ の ドッ ゥ アー (祈願 ) は タス リー ム 86 の 前 


が 、 


タス リー ム 前 の 方 が 望 
イス ティ ハー ラ の サラ ー は 時 間 を 変え て 、 何 回 





ー ラ の 前 に は 閑 











信 デッラ 


獣 われ る べき 以外 の こと に 関し て , 
に 関し て 創造 主 
者 は 、 後悔 する こと が な いで し ょ 2 う 。 
お いて 彼ら に 相談 し 、 
(クル アー ン 3 : 159) 





と な り 


事 に お 
する の だ 。 


E す 。 物 





念 が 入ら ぬ よ う 、 


























ま :MYYG2 ま の 。 





ゃ も 行う こ 


分 の 心 を 整理 し て 落ち 


ー に 対す る イス ティ ハー ラ に せよ 、 人 間 に 対 する 相談 
思い 迷っ て いる 者 に と っ て 、 それ ら は 推奨 され た 行い 


























⑯ イス ティ ハー ラ の 形 : 


ジャ ー ビ ル ・ デ ジィ アブド ッ ジ ラー (彼ら に アデ ッ ジ ラー の 
ラー の 使徒 は クル アー ン の 章 を 教え る よう に 、 
E し た 。 (預言 者 は ) 言い 3 


こと を 私 た ち 





る 選択 を い 3 
な た こそ は 何 
な た は 不可 


























と 来世 に 





来 に 


て 悪い と ご 存 知 な ら ば 」) 、 
し て それ が どん な こと で あろ うと 、 
っ て 私 を 満足 させ て 下さ い 。"* 


87) 


に 教え 3 
意 の 2 ラク ア の 礼 料 





視 な る 
の 結末 に と っ て 
と っ て 
それ か ら そ れ に お いて 私 を 祝 
と っ て 悪い と ご 存 知 な ら ば (ある い は 次 の よう に 言い 
それ を 私 か ら 遠 ざけ 、 そ し て 私 を それ か ら 遠 ざけ て 下さ い 。 
最善 の 事 を 私 に 可能 ( 


























E を し 、 そ れ か ら こ う 唱 え 
ます 。 あ な た の お 力 を 求め 
も 可能 な お 方 で 、 私 は 無 









































戸 

















に イス ティ ハー ラ し 、 被 造物 に 相談 
の アッ ラー は こう 仰 ら れ 3 
一 是 決心 し た ら 、 ア ッ ラ ー に タワ ッ ク ル (全て 委ね る こと ) 


至高 





全て の 物 


7 だ 2 








旦 


る の だ : 












































96 訳者 注 : 礼 





最後 の 








助 作 で 、 右 と 左 に # 


87 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6382)。 


そし て 必用 な 
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に それ を 可能 ! 


と が 出 > 


























ます 。 私 は 偉大 な る あな た の 
力 で す 。 あ な た こそ ご 存 知 で 、 私 は 無 
世界 を ご 存 知 の 御方 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 も し この 事 が 私 の 宗教 と 生活 と 
人 
最善 で め や る と ご 存 知 な ら ば 」) 、 
CK ド き Wi 





とら も で 下さ き W% 


長 り 向い て 挨拶 する こと 。 





E し た : 


半 さ れる べき 物事 同 コ 
『 利 が 明確 で な か っ た り し た 場合 に 








o 。 ご づ 








ご 満悦 あれ ) は 言い 3 
に お いて イス ティ ハー ラテ を する 
も し あな た 方 が 何 か ! 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の 知識 に よ 
恵 を 求め 





天 | 
7P ハ ルト 











ご ヴ 




















こし て お き ヨ 


e 二 上 当 
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だら 
し 容 昌 くし で 下さ きり 
そし て も し この 事 が 私 の 宗教 と 生活 と 事 の 結 
「 私 の 現 ] 





E が 対立 し た り 
、 至高 の ア 








ユ ケ ン の 


| 後 


中 ラコ ゴ 
旧 ズ 3 





に 唱え ます 





また イス ティ ハ 





ます 。 


E 合 法 な こと や 

















を し て 決定 する 
:- そし て 諸 








2 全 当 だ 2 


こ 迷 っ た ら 任 








E す 。 あ 
知 で す 。 あ 

















「 私 の 現世 





紀 と 来世 に と っ 











それ か ら そ れ に 
に 言及 する の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リ 0 


